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被災地における「つなげよう、明日へ。 ＮＴＴ東日本バドミントン部支援活動」実施について 

 

 

 ＮＴＴ東日本バドミントン部では、東日本大震災に伴う被災者支援のため、選手・スタッフによる「つ

なげよう、明日へ。 ＮＴＴ東日本バドミントン部支援活動」を、岩手県、宮城県、福島県の各バドミント

ン協会様のご協力により実施いたします。 

 

 本活動では、国内の第一線で活躍する「ＮＴＴ東日本バドミントン部員」が、被災地を訪問します。ス

ポーツを通じて勇気や希望を届けたいとの思いから、選手らがバドミントン部をはじめとする小学生、中

学生、高校生を対象に、講習会の開催や選手との対話会などを行います。 

  

１．実施予定 

   

 訪問日 実施場所 支援先等 

岩手県立気仙光陵支援学校 

体育館 

・大船渡市立第一中学校 

・大船渡市立赤崎中学校 

釜石市立唐丹中学校体育館 ・釜石市立唐丹中学校 

釜石市立釜石中学校体育館 ・釜石市立釜石中学校 

・釜石市立釜石東中学校 

平成 23 年 6 月 4 日（土）

山田町立山田中学校体育館 ・山田町立山田中学校 

岩
手
県 

平成 23 年 6 月 5 日（日） 久慈市民体育館 ・野田村立野田中学校 

・久慈市立久慈中学校 

岩沼市立玉浦中学校体育館 ・岩沼市立玉浦中学校 

多賀城市立高崎中学校体育館 ・多賀城市立多賀城中学校 

・多賀城市立高崎中学校 

・多賀城市立東豊中学校 

塩釜市立第二中学校体育館 ・塩釜市立浦戸中学校 

平成 23 年 6 月 4 日（土）

松島町立松島中学校体育館 ・七ヶ浜町立七ヶ浜中学校 

・七ヶ浜町立向洋中学校 

宮
城
県 

平成 23 年 6 月 5 日（日） 東北大学体育館 ・石巻ジュニアクラブ他 

平成 23 年 5 月 29 日（日） 二本松市立東和中学校体育館 ・相馬ジュニアクラブ他 
福
島
県 

平成 23 年 5 月 30 日（月） 猪苗代町総合体育館 ・富岡町立富岡第一中学校 

・福島県立富岡高等学校 

 

 



２．参加予定者  ナショナルチームの田児賢一、佐藤翔治、川前直樹、後藤愛、三谷美菜津をはじめとす

るＮＴＴ東日本バドミントン部の選手、スタッフ。 

 

（１）岩手県  １０名 

＜男子選手＞佐藤翔治、川内崇士、小松﨑佑也、大越泉 

＜女子選手＞後藤愛、橋本由衣、古西佳那子 

＜スタッフ＞町田文彦（監督）、田井美幸（女子コーチ）、堀川善生（マネージャー） 

※川内崇士、橋本由衣については、岩手県出身です。 

 

（２）宮城県  １０名 

＜男子選手＞川前直樹、佐伯浩一、田児賢一、竹内宏気 

＜女子選手＞奥幸那、大日方美弥子、米元陽花、新玉美郷 

＜スタッフ＞松野修二（副部長）、久保田雄三（男子コーチ） 

 

（３）福島県  １０名 

＜男子選手＞佐伯浩一、小松崎佑也、竹内宏気、大越泉 

＜女子選手＞樽野恵、奥幸那、三谷美菜津 

＜スタッフ＞町田文彦（監督）、田井美幸（女子コーチ）、堀川善生（マネージャー） 

 

３．協 力    岩手県バドミントン協会、宮城県バドミントン協会、福島県バドミントン協会、 

   東北マークスバドミントン部 

 

４．その他 3 県のバドミントン協会に対し、それぞれラケット 100 本、シャトル 50 本（600 個）

等を贈呈します。 

 

【参考】ＮＴＴ東日本シンボルスポーツチームホームページ 

http://www.ntt-east.co.jp/symbol/index.html 

 

 

                              

 



【参 考】 

 

■ＮＴＴ東日本バドミントン部の歴史 

 

ＮＴＴ東日本バドミントン部は、昭和３０年に「電電東京バドミントン部」として発足以来、５０

年以上の歴史があり、厳しい練習を積み重ね数々の大会において好成績を残し、日本バドミントン界

をリードする名門としての伝統を築き上げてきました。 

昭和６０年には、日本電信電話公社の民営化（日本電信電話株式会社）に伴い、チーム名を「ＮＴＴ

東京」に変更、平成１１年７月には、ＮＴＴの再編成（東日本電信電話株式会社）に伴い、チーム名

を「ＮＴＴ東日本」に変更し、現在に至っています。 

日本リーグにおける過去の成績は、優勝１７回（１０連覇含む）、準優勝９回。全日本実業団大会

では、優勝２８回（１５連覇含む）、準優勝２９回の成績を収めています。（いずれも最多優勝回数） 

 

◇２０１０年の主な成績 

 

●全英オープン２０１０（３月） 

 男子シングルス 準優勝（田児賢一） ※日本選手として４４年ぶりの決勝進出 

 

●第６０回全日本実業団バドミントン選手権大会（６月） 

男子：準優勝   女子：ベスト８ 

 

●バドミントン日本リーグ２０１０（１０月～１２月） 

【チーム成績】 

男子：３位    女子：４位 

【個人賞】 

殊勲選手賞：田児賢一、後藤愛 

 

●平成２２年度全日本総合バドミントン選手権大会（１２月） 

男子シングルス 優 勝 （田児賢一） ※３連覇 

〃      第５位（佐藤翔治） 

男子ダブルス   第３位（佐藤翔治／川前直樹） 

女子シングルス 第３位（後藤愛、三谷美菜津） 

混合ダブルス   第３位（川前直樹／田井美幸） 

 

以上 

 

 

 

 

 


